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財務概況

主要連結財務数値6カ年の推移

（1997年3月期～2002年3月期）

単位：百万円

（3月期） 2002年 2001年 2000年 1999年 1998年 1997年

営業収益 ¥0,214,838 ¥0,188,061 ¥0,177,603 ¥ — ¥ — ¥ —
金融費用 13,370 15,747 14,918 — — —
販売費及び一般管理費 141,794 128,187 123,074 — — —
経常利益 59,698 42,943 39,690 — — —
税金等調整前当期純利益 31,606 25,122 25,718 — — —
当期純利益 18,225 13,548 16,995 — — —
純資産額 242,594 225,947 212,933 — — —
総資産額 1,256,898 1,719,109 1,769,690 — — —

1株当たり純資産額（円） ¥01,436.58 ¥01,351.19 ¥01,274.06 ¥ — ¥ — ¥ —
1株当たり当期純利益（円） 108.56 81.04 102.81 — — —
自己資本比率（%） 19.30 13.14 12.00 — — —
株価収益率（倍） 24.50 32.70 16.54 — — —
ROA（%） 1.22 0.78 0.98 — — —
ROE（%） 7.78 6.17 8.45 — — —

（注）1. 当社は、2000年3月期より連結財務諸表を作成しています。

（注）2. 営業収益には、消費税等は含まれていません。

主要単体財務数値6カ年の推移

（1997年3月期～2002年3月期）

単位：百万円

（3月期） 2002年 2001年 2000年 1999年 1998年 1997年

取扱高 ¥2,730,437 ¥2,413,174 ¥2,189,740 ¥2,022,553 ¥1,906,817 ¥1,750,568
営業収益 154,204 133,776 126,030 116,892 109,707 103,661
経常利益 41,161 37,043 33,793 31,645 28,488 26,734
当期純利益 12,285 16,521 14,275 14,106 13,181 12,552
純資産額 243,491 232,392 220,284 200,255 188,882 157,967
総資産額 1,057,840 1,031,360 931,518 851,610 812,083 757,541

1株当たり純資産額（円） ¥01,436.80 ¥01,371.30 ¥01,299.85 ¥01,198.09 ¥01,131.29 ¥01,150.81
1株当たり当期純利益（円） 72.50 97.49 85.21 84.45 80.20 91.83
1株当たり配当額（円） 18.00 18.00 18.00 18.00 18.00 15.00

（注）1. 取扱高および営業収益には、消費税等は含まれていません。

（注）2. 1997年5月20日付で、株式1株につき1.15株の株式分割を行っています。

（注）3. 2002年3月期より自己株式を資本に対する控除項目としており、また、1株当たりの各数値（配当額は除く）の計算については発行済株式数から自己株式数を控除して算出しています。
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To Our Shareholders

連結営業収益�
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クレジット業界No.1を達成
クレジットビジネスにおいては、いかにお客さまから

支持され、お取引先から共感を得られているかを測る指

標として、①年間カード発行枚数（当期250万枚）、

②年間カード稼動枚数（同750万枚）、③年間カード取

扱高（同25,216億円）、④ショッピングリボ残高（同

1,434億円）およびキャッシング残高（同3,226億円）、

⑤経常利益（同411億円）の5つがたいへん重要であり、

当社は、これらのうち4つの指標で業界No.1を達成で

きたと自負しています。

また、当期における連結での営業収益は前期比

14.2％増、経常利益は同39.0％増、当期純利益につ

いても、懸案であった（株）西洋環境開発の特別清算

を結了させるための資金供与（117億円）のほか、有価

証券の評価損等の影響により約290億円の特別損失を

計上しましたが、同34.5％増を達成することができま

した。

これらの成果は、（株）十合
そ ご う

、日本トイザらス（株）な

どの大型小売業をはじめとして、マネックス証券（株）

など各業界で特色ある企業14社と新たにカード発行提

携を果たし、優良な顧客獲得に大きく貢献したこと、

また、当社の経営理念である「サービス先端企業」に

向けて、サービスや商品はもとより組織体制に至るま

で、顧客の視点から見直すなど、さまざまな施策に取

り組んできた結果であるといえます。

ポイント蓄積期間を無期限にした新ポイントプログ

ラム「SAISON Dream」や、世界で初めて国際4ブ

ランドカードを自動即日発行する「SAISON CARD

MAKER」の導入などはそうした取り組みの一例です。

この「SAISON CARD MAKER」は、お客さまのニー

ズに応えるとともに、提携店舗の販売機会拡大に貢献

することを目的としています。

今後の戦略
新時代の「カードビジネス思想」の構築・推進

資本主義社会における企業の本質は「競争」であり、

危機感やマーケットに適応する改革心を継続させてい

かない限り、企業が発展し続けることはありません。

今後、競争はますます厳しさを増し、マーケットも刻々

と変化する状況のなかで、当社がさらに他社を引き離

し、クレジットビジネスNo.1の地位を確固たるものと

するためには、21世紀に通用する新たなビジネスモデ

ルを早急に構築しなければなりません。

そのためにはまず、従来のような過剰なリスク対応

を排除し、リスクとプロフィットのバランスを十分に

考慮したうえで、徹底した顧客志向に基づく新たな「カー

ドビジネス思想」を構築することが最も重要であると

考えます。そして、全社員がその思想を十分に理解し、

それぞれの役割のなかで積極的に改革を推進していか

なければなりません。

ブランド価値の浸透

クレジットカードは、お客さまの生活全体をサポー

トするツールであると考えています。単に現金に代わ

る決済機能を果たすだけでなく、将来の収入を現在価

値に置き換える機能、支払いの繰り延べ、さらには情

報の蓄積から個々のお客さまに向けた有益な情報の発

信など、１枚のクレジットカードは消費市場において

非常に大きな役割を担っているといえます。

クレジットビジネスで重要なことは、お客さまに安心

してご利用いただけ、信頼される“ブランド”としてそ

の価値を強化していくことであると考えています。それ

にはまず、「クレジットカードそのものに魅力があるか」

という点で徹底してお客さまの立場から検証していくこ

とが重要となります。また、クレジットカードを市場に

浸透させる営業力も重要な要素ですが、この点で当社は、

年間250万枚のクレジットカードを発行する業界屈指

の営業基盤を有し、優位な立場にあるといえます。

今後は、お客さまに、より《セゾン》カードの「魅

力」「多機能」「差別化されたサービス」をご理解いただ

き、ファーストカードとしてご利用いただけるよう、

提携企業とのネットワークを含めて、テレビCMをは

じめあらゆるマスメディアを活用したイメージ戦略に

よって“ブランド”の価値向上を図ってまいります。
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スストアを中心とした新たなカードビジネスの確立に

も取り組んでいます。また、提携戦略の重要性は関連

会社においても同様であり、当社の関連会社政策も含

めて、当期にGEグループのGEエジソン生命保険（株）、

そして、2002年5月には安田火災海上保険（株）（現

（株）損害保険ジャパン）との包括提携も果たしました。

市場主義経済では競争力をもたない企業に存在価値

はありません。今後も積極的に提携戦略を推進し、お

客さまに差別化された魅力的なサービスをご提供して

いくとともに、関連各社の経営力を一層強化し、連結

企業価値を極大化してまいりたいと考えています。

そしてITの進歩、インターネットビジネスの発展を

視野に入れ、提携戦略によって構築したネットワーク

を武器に、リアル市場とバーチャル市場を融合した新

たなビジネスモデルの構築にも積極的に取り組んでま

いります。

我々は、今後も徹底して顧客満足を創造し、取引先

との相互利益を尊重してまいります。そして、会社の

進むべき方向や戦略に対して社員の共感が得られれば、

我々は必ずや成功し、その結果、株主の皆さまの期待

に沿うことができると確信しています。21世紀、我々

の新たなる飛躍への挑戦にご期待いただき、引き続き

変わらぬご支援をお願いいたします。最後に、カード

ホルダーの皆さまにもぜひ株主になっていただき、お

客さま、お取引先、共に働くパートナー、そして株主

の皆さまとともに成果を分かち合い、発展する企業と

して努力してまいりたいと思います。

2002年8月

第三の柱（収益源）の創出

また、今後の大きな課題として、次なる収益のコア

となるものをつくり出すことが急務であるとも考えて

います。クレジット業界では競争が激化するなかで、

加盟店手数料はますます低下傾向にあります。

一方、キャッシングは拡大傾向を示していますが、

業界全体としてキャッシングへの依存度が高すぎるよ

うに見受けられます。大手金融機関がこの業界に積極

的に参入したことで、マーケットが飽和状態になりつ

つあり、キャッシングに依存するビジネスモデルは終

わったと考えるのが妥当です。

そこで、当社の第三の収益源となるのは、サービス

チャージ、つまりお客さまに喜んでいただけるフィービ

ジネスであると考えています。《セゾン》カード会員に

向けて、顧客情報システムを活用した保険や証券、投資

信託など価値ある魅力的な商品を開発しご提供していく

ことで、新たな収益源を創出していきます。

提携戦略と企業グループの強化

21世紀は強者提携の時代であり、資本の枠組みを超

えて各業界で特色ある有力企業と提携することこそが

企業発展の必須条件であるといえます。

当社はこれまでも、ソニーグループ、オリックスグルー

プとの提携など数々のアライアンス

を締結してまいりました。

2002年3月期には、

（株）ローソン、三菱

商事（株）との提携に

よって、コンビニエン

代表取締役社長

林野　宏
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まず、お客さまの申込書の利便性をはじめとして、初期与信時点で全
体の70％を占める優良顧客の希望を最重視した「プロフィット顧客づ
くり」を目指します。�
＜利 便 性＞ ◆申込書の簡素化�
＜顧客満足＞ ◆ご利用枠のフレキシブル対応（希望額に対応）�
 ◆キャッシング利用希望顧客への間口拡大�
＜スピード＞ ◆自動与信範囲の拡大　�
与信管理：全体の20％にあたる不安顧客層、虚偽申込など残りの10％に対しては、存在
確認や徹底して事実確認を行い、虚偽申し込みを徹底して排除していきます。�

回収行為と債権リスク別の管理をベースにし、お客さまの特性別の
緻密な債権管理回収を目指します。�  
＜顧客満足＞ ◆顧客特性に合わせた請求・回収行為の実施�
 ◆未入後の支払い履歴修復を目的のカウンセリングと再与信の実施�
回収管理 ： サービシング機能（回収代行機能）と自社債権管理のバランスを考慮したうえで、
アウトソーシングを推進していきます。�

応対量に適合したコールセン
ターとロイヤルカスタマーづ
くりのコールセンターとの二
種による顧客応対体制を目指
します。�
＜顧客満足＞�
◆ロイヤルカスタマーへのサービス拡充� �
◆お客さまとの接点を拡大�
◆お客さまの「煩わしさ」解消を推進�

初期与信時点で不安層のお客
さまのご利用はモニタリング
を行います。また、偽造カード
などの悪質利用を排除するた
めに、優良なお客さまがカード
をご利用されるときにご迷惑
を決してかけない、ご利用を
阻害しない体制を目指します。�

＜顧客満足＞�
◆利用枠のフレキシブル対応（お客さま
の希望に沿った設定）��

リスク管理 ： 明らかな不正使用者に対し
ては業界・行政などとのネットワーク連
携により偽造カードなどへの対応を徹底
して行っていきます。�

お客さま�お客さま�

新カードビジネス思想

クレディセゾンが構築しようとしている「新カードビジネス思想」とは、次の3つの姿勢に重点を置いています。

まず第一は、これまでのリスク偏重型の考えを見直し、リスクとプロフィットのバランスを考慮したうえで、

マーケットの変化に柔軟に対応していこうという姿勢です。第二は、本来のクレジットビジネスとは、「申し込み」

から「審査」「途上管理」「回収」に至るインフラストラクチャー部分が最も重要であり、“お客さまのご利用を阻害

しない”という徹底した顧客満足を追求する姿勢です。そして第三は、これらのオペレーションに可能な限りIT

を導入して、一貫した管理体制を構築するとともに、徹底して効率化を進めるという姿勢です。

当社は、これらを具現化できる体制をいち早く整え、これを次世代システムとして完成していくことが、21世

紀に勝ち進むための必須条件であり、クレジット業界No.1企業としてのさらなる成長の布石になると考えてい

ます。
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クレディセゾンは、「サービス先端企業」を経営理念として、お客さまのさまざまな

生活シーンをサポートするサービスの拡充を図るとともに、お客さまの利便性をよ

り高めるために、徹底した顧客満足主義に基づき積極的に改革を推進しています。

そして、マーケットの変化に適応したさまざまな戦略を展開していくことで、クレ

ジットカード業界トップ企業の地位を確固たるものとし、他社との差をさらに拡大

するよう努力しています。

今後のポイントとなる戦略は4つ。まず、クレジットカードの優位性をマーケットに

浸透させ、お客さまからの「信頼」を勝ち得るためのブランドマネジメント。次に

お客さまのニーズに対応した付加価値の提供を可能にするロイヤルティマーケ

ティングの推進。そして、グループ企業全体の強化と、クレジットカードの戦略的

差別化のための積極的なネットワーク展開です。クレディセゾンは、これらを軸に

さらなる発展に向けて努力を続けてまいります。

Maximizing
Advanta
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総会員数・稼動会員数�
新規カード会員を250万人獲得したことにより、総会員数は1,340万人、�
稼動会員数は750万人を達成。�

（万人）�

2000

2001

2002

総会員数�
稼動会員数�

1,800200 400 600 800 1,4001,000 1,200 1,600

1,000
595

1,140
650
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（3月期）�

新規受付数・新規獲得会員数�
新規受付は270万件、新規獲得（発行）会員数は250万人と営業を拡大。�

（万人）�

2000
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2002

87%
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3月期�登録率�
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自己資本比率・ROE・ROA（連結）�
2006年3月期の目標は連結自己資本比率15%超、ROE10%。�
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＞＞＞ ブランドイメージの向上

クレディセゾンは、徹底した顧客志向によって、お客さまの生活をサポートする「サー

ビス先端企業」でありたいと考えています。そして21世紀、さらなる飛躍を遂げるため

には、特色ある提携ネットワークを含めて、クレディセゾンのご提供する差別化された商

品・サービスをご理解いただき、安心してご利用いただける「信頼」の“ブランド”として

その価値を強化していくことが重要な戦略となります。

そのためにまず、経営理念・目標を明確にし、経営方針を明らかにすることで社員の

意識の統一を図るとともに、人事制度も含めて納得のいく組織の構築によって、全社員

共通の価値観を醸成することに取り組んでいます。そして、提携戦略によって構築され

るサービスカウンターネットワーク（2002年3月末現在166カ所）のほか、電話、イン

ターネットなどのサービス体制を拡充し、お客さまとの接点となるあらゆるアクセスポ

イントにおいて、当社の経営理念の浸透を図ってまいります。

《セゾン》カードは、改革を推進し新しいことにチャレンジするクレディセゾンの先進

性、そしてマーケットに対応した能力主義を基本とする合理性、さらに先進の技術を活

用した科学的経営手法によって構築されています。

クレディセゾンは、この《セゾン》カードの「魅力」「多機能」「差別化され

たサービス」をテレビ媒体をはじめとしたあらゆるメディア活用に

よってマーケットに浸透させるよう努力してまいります。
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＞＞＞ カスタマー・リレーションシップ・マネジメント

クレジットカードは、お客さまの一生涯にわたって関わりをもつことができる極め

て特異な商品であるといえます。長期にわたってお客さまとのよりよい関係を構築し

ていくためには、お客さまのさまざまなライフシーンで安心してご利用いただけ、い

かに信頼されるサービスをご提供していくかが重要なポイントとなってきます。

当社は、徹底した顧客志向に基づき、顧客満足の創造とロイヤルカスタマー（優良

顧客）の維持と拡大を推進する「カスタマー・リレーションシップ・マネジメント（CRM）」、

そしてビジネスパートナーとしてともに顧客サービスの拡大を図るためにクライアン

トの利益に貢献する「パートナー・リレーションシップ・マネジメント（PRM）」を重

要な顧客戦略の柱として位置付けています。

クレディセゾンでは、これまでのクレジットカードビジネスによって蓄積された、膨

大なコミュニケーションデータを活用し、効果的な「CRM」および「PRM」の推進に

取り組んでいます。特に、これまで不明確であった顧客のポジショニングを明確にす

るための独自のCRMモデルとして「カスタマーキューブTM」を構築し、顧客満足主義

を実践するための戦略ツールとして活用しています。今後もさまざまなプロモーショ

ン企画、ＤＭなどの情報発信、新カード、新サービスなどの立案の

切り口として、また顧客応対の最前線であるコールセンター、セ

ゾンカウンターなどでのお客さまとの理想的なコミュニケーシ

ョンの一助としても有効活用していきたいと考えています。
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＞＞＞ 戦略的提携の推進

マーケットニーズをとらえた商品・サービスのご提供を可能にするための、差別化

されたカード提携、サービス提携ネットワークの構築は、クレジットビジネスNo.1企

業としての地位を確固たるものとし、さらに他社を引き離していくうえで重要な戦略

であると位置付けています。

クレディセゾンでは、これまで培ってきたノウハウ、流通業における強みを活かし、

資本の枠組みを超えた積極的な提携戦略を推進しています。カード提携においては、

お客さまのさまざまなライフスタイルに合わせた特色あるカード発行を推進していま

す。特に、流通企業および金融機関との提携を推進することで、クレジットカード獲

得拠点として、またサービス拠点として、お客さまとのアクセスポイントの拡大を目

指しています。

また、お客さまへのサービスを強化するために、クレディセゾンでは、「新カードビ

ジネス思想」に基づきクレジットカード本来のサービス機能を一層充実させる一方、ト

ラベル＆エンターテインメント＆ファイナンス（T＆E＆F）を軸にした、強力な提携戦

略によってさらにサービス拡充を図ってまいります。そして、中期経営目標のひとつ

である累計カード会員数で1,800万人、稼動会員数で1,100万人の獲得を2006年

3月末までに達成してまいります。

さらに、このサービス提携ネットワークを武器に、第三の収益源と

してのフィービジネス構築、また、ITの進歩を見据えてリアル市場

とバーチャル市場を融合した新たなビジネスモデルの構築にも積極

的に取り組んでまいります。
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顧客満足を創造するサービス
提携ネットワーク

21世紀に勝ち残るための
カード提携
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提携カード一覧

クレディセゾンは流通業を経営基盤として成

長し、流通に強いクレジットカード会社として

資本の枠組みを超えて数多くの流通企業から支

持されています。そして業界No.1のカード会

員獲得力、これまで培ってきたマーケティング

ノウハウ、業界をリードするインフラストラク

チャーを強みに、トラベル、エンターテインメ

ント、そしてファイナンス業界など、さまざま

な業界で特色ある有力企業との提携を推進し、

その提携企業数は2002年8月末現在、70社

を超えています。

これからもお客さまのさまざまなニーズをい

ち早くとらえ、利便性とサービス向上を追求した

提携ネットワークの構築に努めてまいります。

Credit Saison Co., Ltd. Annual Report 2002

そごうミレニアムカード《セゾン》

（十合
そ ご う

）

UAカード
（ユナイテッド航空）

JAPANカード《セゾン》
（日本サッカー協会）

郵貯カード《セゾン》
（総務省）

DoCoMo《セゾン》Card
（NTTドコモ）

JAF《セゾン》カード
（日本自動車連盟）

ひょうごフェニックスプランカード《セゾン》
（阪神・淡路大震災復興基金）

Mei《セゾン》カード
（名鉄百貨店）

ショッピング

トラベル＆
エンターテインメント

金　融

インターネット・
通信

カーライフ

社会貢献

Mitsui Outlet Parkカード
（三井不動産）
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PECカードインターナショナル
（パルコ）

ラフォーレPECカード《セゾン》
（森観光トラスト・パルコ）

マネックス《セゾン》カード
（マネックス証券）

アット・ニフティカード《セゾン》
（ニフティ）

ETCカード
（日本道路公団）

日本白血病研究基金カード《セゾン》
（日本白血病研究基金を育てる会）

Kamomeカード《セゾン》
（長崎ターミナルビル）

MUJI Card
（良品計画）

World Travelerカード《セゾン》
（エアーリンク）

荘銀《セゾン》カード
（荘内銀行）

ドコモAOLカード
（ドコモAOL）

サッポロファクトリーカード《セゾン》
（サッポロビール開発）

Mio CLUB《セゾン》カード
（天王寺ターミナルビル）

ロフトカード
（ロフト）

WOWOW《セゾン》カード
（ワウワウ）

ラスカルカード《セゾン》
（日本アニメーション）

福銀《セゾン》カード
（福井銀行）

livedoor《セゾン》カード
（ライブドア）

千趣会《セゾン》メンバーズカード
（千趣会ゼネラルサービス）

メイ・ワン フレンズカード《セゾン》
（浜松ターミナル開発）

赤いカード《セゾン》
（丸井）

PADIカード《セゾン》
（パディジャパン）

KDDIカード《セゾン》
（KDDI）

POWER’S《セゾン》カード
（パワーズ）

L.L.Bean Clubカード《セゾン》
（エル・エル・ビーンインターナショナル）

トイザらス・カード《セゾン》
（日本トイザらス）

山と溪谷カード《セゾン》
（山と溪谷社）

ケーブル・アンド・ワイヤレスIDC・
《セゾン》カード
（ケーブル・アンド・ワイヤレスIDC）

JEANSMATEカード《セゾン》
（ジーンズメイト）

Franc francカード《セゾン》
（バルス）

毎日新聞カルチャーシティカード《セゾン》
（毎日新聞カルチャーシティ）

西武ライオンズファンクラブカード《セゾン》
（西武ライオンズファンクラブ事務局）

軽井沢プリンスショッピング
プラザカード《セゾン》
（コクド）

マイ・テレビカード
（マイ・テレビ）

京信《セゾン》カード
（京都信用金庫）

JGUゲートボールカード《セゾン》
（日本ゲートボール連合）

ローソンパス
（ローソンCSカード）

GEカード
（GEキャピタルコンシューマファイナンス）

マスターカードエグゼクチャージ
（アイクカードサービス）

プロセシング
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＞＞＞ グループ力の強化

連結決算、時価会計が導入され、企業集団としての総合力が問われている現在、ク

レディセゾン単体の経営基盤を強化する一方で、グループ全体での企業力をより一層

高めていかなければなりません。いかに企業価値を極大化していくのか、将来に向け

て競争力をさらに高めていくための戦略を早急に構築する必要があります。

そのためには、まずそれぞれの企業の強みは何か、コアとなる事業領域は何かを再

認識し、マーケットの変化に対応した新たなビジョンを再構築していかなければなり

ません。そして必要に応じて、提携・合併・売却などの戦略も含め、あらゆる手段に

よってビジネススキームの再構築と収益構造の改革を推進していくことが重要である

と考えています。

2002年3月期は、セゾン証券（株）、セゾン生命保険（株）、新西武自動車販売（株）、

そして2002年5月には、セゾン自動車火災保険（株）についてビジネススキームの

再構築を実施しました。

一方、会員サービスの拡充を目的として、また、当社のノウハウ、ビジネスインフラ

ストラクチャーを活用した新たなビジネスチャンスを模索する戦略として、新規事業

の創業、投資、育成にも積極的に取り組んでいます。

今後も、グループ間でのシナジー効果を意識したうえで、関連企業の経

営力をより一層強化、推進するとともに、株主責任、経営責任体制を確

立し、マーケットに評価される強固な企業集団の構築を推進してまい

ります。
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グループ企業の強化
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新しいビジネスの創造
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会社名 持株比率 総資産（2002年3月期） 営業収益（2002年3月期） 事業内容

株式会社セゾンファンデックス 92.4％ 1,646億円 142億円 貸金業・抵当証券業

株式会社アトリウム 52.7％ 382億円 79億円 不動産流通業

株式会社セゾンダイレクトマーケティング 50.7％ 29億円 51億円 通信販売業

新西武自動車販売株式会社 100.0％ 20億円 15億円 自動車販売業

株式会社ハウスプランニング ー 46億円 2億円 不動産流通業

セゾン自動車火災保険株式会社＊ 15.9％ 341億円 219億円 損害保険業

株式会社ヴィーヴル 11.2％ 213億円 147億円 アミューズメント業

株式会社ユナイテッドバケーション 35.0％ 4億円 4億円 旅行業

株式会社ノア企画 78.5％ 71億円 27億円 コンサルタント業

株式会社セゾン情報システムズ＊ 46.8％ 143億円 47億円 情報処理サービス業

2002年3月31日現在

業務代行�

信販および金融事業�

加盟店契約�

加盟店契約・カード会員サービス� 建物賃貸�

情報処理サービス�

株式会社セゾンファンデックス�

株式会社セゾン情報システムズ�

情報関連事業*

株式会社ヴィーヴル�
株式会社ユナイテッドバケーション�
株式会社ノア企画�

T & E 事 業 �

セゾン自動車火災保険株式会社�

保 険 事 業 �

商品販売事業�

株式会社アトリウム�
株式会社セゾンダイレクトマーケティング�

新西武自動車販売株式会社�
株式会社ハウスプランニング�

主なグループ会社

18
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セグメント別事業概況

信販および金融事業

　当期もお客さまの利便性とサービスの拡充を図

り、提携カードの発行を中心とした提携戦略を推進

しました。商業施設との提携においては、業界の

リーダーとして位置付けられている企業を中心に

行っていますが、特に当期は、大型小売業との提携
そ ご う

をさらに進め、（株）丸井、（株）十合、日本トイザら

ス（株）などとカード発行提携を結びました。当期の

カード発行提携企業数は14社で、これで累計68提

携先とのカード発行を行うことになりました。

　また、《セゾン》カードの認知・浸透を図るととも

に、新しい会員獲得、既存会員の利用促進を図るた

めに、「柔道」を素材にカードの「多様性」「国際性」を

アピールする、全国規模の宣伝・広報を展開いたし

ました。さらに、FIFAワールドカップを目前に控え

た、サッカー日本代表チームとのサポーティングカ

ンパニー契約を締結するなど、《セゾン》カードのブ

ランド浸透に努めました。

　顧客の活性化については、カードでご購入いただ

いた商品の破損・盗難などの損害賠償や携行品補償

など、お客さまが必要な補償をご入会時にカードに

付加することができるサービス「ヴァリュープラス」

を他社に先駆けて導入しました。

　この結果、カードショッピングのリボルビング残

高は、前期末より10.9％増の1,434億94百万円と

なり、年間カード稼動枚数は、前期末より100万枚

多い750万枚となりました。また、カードキャッシ

ングでは、新規に「キャッシュプラス」を新商品とし

て投入し、キャッシングおよびキャッシュプラス

ローン残高は前期末より16.0％増の3,226億29百

万円となりました。

　（株）セゾンファンデックスについては、当期にお

いて、当社との事業領域と戦略的位置付けを明確に

するとともに、多様な顧客ニーズに応えられる体制

を構築しました。さらに、両社の企業価値向上を図

Credit Saison Co., Ltd. Annual Report 200220

財務概況

連結営業収益�

（3月期）� (単位：百万円)

2000

2001

2002

177,603

188,061

214,838

連結決算の概況

営業の概況

　2002年3月期におけるクレジットカード業界は、

前期に引き続き、個人破産やカード犯罪の増加が見

られたものの、概ね順調に取扱高を伸ばしてきまし

た。しかし、四大金融機関グループの誕生や、外

資・異業種の参入によるクレジットカード業界の再編

成が進みつつあり、競争はさらに激化する状況が続い

ています。
そ ご う

　こうしたなかで当社は、（株）丸井、（株）十合、日

本トイザらス（株）、（株）ロフトなどの大型小売業と

提携するなど、計14社とカード発行提携を結び、

カード会員を拡大しました。当期は、このような提

携戦略を中心とした国内ネットワークの強化や新商

品・新サービスの開発を行うとともに、前期導入の

「Netアンサー」をさらに拡充し、携帯モバイル端末か

らのオンラインキャッシング、属性変更、暗証番号

変更が行えるなどのIT基盤整備を行い、マーケット

への対応強化に努めました。

　関係会社につきましては、2001年4月に、セゾン

証券（株）がマネックス証券（株）と株式交換を実施後

合併しました。また、2002年2月には、セゾン生命

保険（株）がGEエジソン生命保険（株）への株式譲渡を

実施し、GEエジソン生命保険（株）の傘下に入りまし

た。当期はこのように、当社グループの経営資源の選

択と集中を進め、グループ企業の再編成を行いま

した。

　この結果、当期の連結営業収益は、前期比14.2％増

の2,148億38百万円となりました。
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るために、ローンカード「キャッシュ・リザーブ」の

債権76億円を同社に移管しました。また、従来から

の「シープラン」カードはマーケティング政策の見直

しにより、前期末より10.0％増の12万8,000枚と

なりました。

　以上の結果、信販および金融事業の営業収益は、

前期比15.2％増の1,589億32百万円となり、営業

利益は前期比21.3％増の440億59百万円となりま

した。

商品販売事業

　不動産流通業においては、住宅地価の二極化が進

むなか、（株）アトリウムでは、販売する中古住宅に5

年間の瑕疵保証をつけるなど付加価値向上を図り、

（株）ハウスプランニングでは、回転率の高い都心物

件を中心にした建売事業を行いました。

　（株）セゾンダイレクトマーケティングは、小売業

界において個人消費の低迷が続くなか、年間8回のカ

タログ発刊と、《セゾン》カード会員への販売促進策

による売上高の確保、利益体質の強化を図りまし

た。下期においては売上高が2桁増を記録したもの

の、上期におけるカタログ販売の苦戦が影響し、当

期の売上高はほぼ前期並みとなりました。

　新西武自動車販売（株）は、シトロエン車のニュー

モデル投下効果等により自動車販売部門では大きく

伸長しました。しかし、経営資源の集中を目的とし

たシトロエン車輸入販売に特化するため、マリーン

事業の営業譲渡を行った結果、営業収益では前期割

れの実績となりました。

　以上の結果、商品販売事業の営業収益は、前期比

10.3％減の146億73百万円となり、営業利益は、前

期比29.4％減の18億38百万円となりました。

保険事業

　当社は《セゾン》カードホルダーに対し、付加価値

の高い信用力のある顧客ニーズに合った金融サービ

スを提供するために、2002年2月にGEエジソン生

命保険（株）と包括提携契約を結び、セゾン生命保険

（株）の全株式を売却しました。これによりセゾン生

命保険（株）は、優れた経営基盤と財務力による高い

格付を有するGEエジソン生命保険（株）の傘下に入

り、お客さまに一層の安心とサービスをご提供でき

るようになりました。

　以上の結果、保険事業の営業収益は、前期比52.9

％増の206億50百万円となり、営業利益は、前期比

319.4％増の96億50百万円となりました。

　

T＆E事業

　旅行関連事業の（株）ユナイテッドバケーションで

は、2001年9月のアメリカ同時多発テロにより海外

旅行市場が最悪の環境となるなか、インターネット販

売や営業体制の強化などによる直販強化で収益性の改

善に取り組みました。当期の売上高は、上半期におけ

る好業績が寄与し前期並みを確保いたしました。

　アミューズメント事業の（株）ヴィーヴルでは、パ

チンコ業界の競争激化や店舗の大型化が進行し、勝

ち組と負け組の二極化がさらに鮮明となってきてい

る事業環境のなかで、綿密な市場調査による出店計

画の策定、ローコストでの出店、経費削減による

ローコストオペレーションを行うとともに、地域に
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信販および金融事業の営業収益および営業利益�

（3月期）� (単位：百万円)

2000

2001

2002

32,042
129,611

36,334
137,922

44,059
158,932

営業収益�
営業利益�

商品販売事業の営業収益および営業利益�

（3月期）� (単位：百万円)

2000

2001

2002

2,597
13,859

2,603
16,350

1,838
14,673

営業収益�
営業利益�

保険事業の営業収益および営業利益�

（3月期）� (単位：百万円)

2000

2001

2002

1,406
13,852

2,301
13,505

9,650
20,650

営業収益�
営業利益�
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支持される健全で安全・快適な店づくりに引き続き

取り組みました。

　以上の結果、T＆E事業の営業収益は、前期比1.7

％増の153億27百万円となり、営業利益は、前期比

7.3％減の31億20百万円となりました。

その他の事業

　その他の事業のうち、リース事業においては、前

期に引き続き通信・事務機器を中心とした少額のベ

ンダーリース（販売店との提携リース）に特化し、過

去最高のリース取扱高を達成しました。

　以上の結果、その他事業の営業収益は、前期比2.7

％増の93億6百万円となり、営業利益は、前期比

45.5％増の55億52百万円となりました。

費用および利益

　当期の営業費用は、前期比7.8％増の1,551億65

百万円となりました。このうち販売費及び一般管理

費は、営業拡大のための広告宣伝費の増加や貸倒引

当金の繰り入れなどの要因により前期比10.6％増の

1,417億94百万円となりました。

　営業利益は、カード事業、信販および金融事業、保

険事業、リース事業の各営業収益の伸びにより、前期

比35.2％増の596億72百万円となり、営業利益率

は、前期の23.5％から27.8％に上昇いたしました。

　経常利益は、営業外収益が前期比11.1%増、営業

外費用が前期比47.9％減となり、前期比39.0％増

の596億98百万円となりました。

　特別損益は、資産の健全化を目的とした土地の売却

などの固定資産処分損や、（株）西洋環境開発の特別清

算に伴う資金供与等合計289億58百万円の特別損失

を計上したことにより、税金等調整前当期純利益は前

期比25.8％増の316億6百万円となり、当期純利益

は前期比34.5％増の182億25百万円となりまし

た。その結果、当期純利益率は8.5％、1株当たりの

当期純利益は108.56円となりました。

資金調達

　当社グループは、事業活動および適切な流動性の

維持のために必要な資金を、金融機関の借り入れに

よる間接金融と資本市場からの直接金融とによって

調達しています。当期は前期に引き続き、資金調達

の安定化を重視し、コマーシャル・ペーパーの発行

抑制、長期借り入れを実行するとともに、カードの

ショッピングリボ債権400億円およびリース債権

265億円の流動化を実施しました。このように、当

期はマーケット環境の変化に対応できる資金調達源

の多様化を図りました。

財政状態およびキャッシュ・フロー

財政状態

　当社は、健全なバランスシートの維持を財務方針

としています。

　当期末の総資産は、前期末より26.9％、4,622億

10百万円減少し1兆2,568億98百万円となりまし

た。流動資産は、前期末より23.1％、2,876億39

百万円減少し、9,559億95百万円となりました。当

期末にセゾン生命保険（株）が連結対象から外れたこ

とにより、割賦売掛金が前期末より918億60百万

円、有価証券が前期末より841億22百万円減少した
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その他の事業の営業収益および営業利益�

（3月期）� (単位：百万円)

2000

2001

2002

4,083
6,911

3,816
9,062

5,552
9,306

営業収益�
営業利益�

T&E事業の営業収益および営業利益�

（3月期）� (単位：百万円)

2000

2001

2002

3,673
13,368

3,363
15,075

3,120
15,327

営業収益�
営業利益�

当期純利益および1株当たり当期純利益�

（3月期）� (単位：百万円、円)

2000

2001

2002

16,995

13,548

18,225

当期純利益�
1株当たり�
当期純利益�

108.56

81.04

102.81
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こと、また、コミットメントラインの500億の設定

により、短期貸付金が前期末より557億21百万円減

少したことが要因です。固定資産は、前期末より

1,773億87百万円減少し、2,978億98百万円とな

りました。これは主に、セゾン生命保険（株）の全株

式がGEエジソン生命保険（株）に譲渡されたことによ

ります。この結果、投資有価証券残高は、前期末よ

り2,127億29百万円減少し、1,165億23百万円と

なりました。

　当期末の流動負債および固定負債の合計は、前期

末より4,720億97百万円減少し、1兆122億60百

万円となりました。これは主に、セゾン生命保険

（株）がGEエジソン生命保険（株）の傘下に入ったこと

により、保険契約準備金4,708億40百万円が消失し

たことによります。流動負債は、前期末より293億

47百万円の減少となりましたが、コマーシャル・

ペーパーが480億円減少し、1,150億円となったこ

とが大きな要因です。固定負債は、前期末より

4,427億49百万円の減少となりました。これは、社

債や長期借入金の増加があったものの、上記の保険契

約準備金の消失があったことによるものです。

　当期末の自己資本は、前期末より166億46百万円

増加し、2,425億94百万円となりました。これは、

連結剰余金が前期末より157億29百万円増加し、

1,169億34百万円となったことによるものです。ま

た、セゾン生命保険（株）のGEエジソン生命保険（株）

への株式譲渡により、子会社の所有する親会社株式

は28億7百万円減少いたしました。この結果、当期

末の自己資本比率は、前期末の13.1％から19.3％に

上昇しました。自己資本当期純利益率は7.8％となり

ました。

キャッシュ・フロー

●営業活動によるキャッシュ・フロー

　当期の営業活動により得られたキャッシュ・フロー

は、135億59百万円となりました。これは、総合

あっせん等の順調な業容拡大により、営業債権は増

加していますが、カードショッピング・リボ債権を

400億円流動化したことが大きな要因です。

●投資活動によるキャッシュ・フロー

　当期の投資活動に使用したキャッシュ・フロー

は、340億97百万円となりました。これは、主とし

てセゾン生命保険（株）における投資有価証券取得等

による支出および投資有価証券の売却等による収入に

よるものです。有価証券・投資有価証券の取得によ

る支出が3,917億78百万円、有形・無形固定資産の

取得による支出が548億4百万円となっています。

●財務活動によるキャッシュ・フロー

　当期の財務活動により得られたキャッシュ・フロー

は、119億23百万円となりました。これは、社債の

発行およびリース債権の流動化を行うなど、資金調達

の多様化を進めた結果です。当期、コマーシャル・

ペーパーは480億円の減少、長期借入金の借入によ

る収入は589億39百万円となっています。

　その他、セゾン証券（株）、セゾン生命保険（株）の

連結除外により、現金及び現金同等物が991億70百

万円減少した結果、期末残高は前期比1,078億12百

万円減少し、677億42百万円となりました。また、当

期における営業活動によるキャッシュ・フローおよび

投資活動によるキャッシュ・フローを合わせたフリー

キャッシュ・フローは、205億38百万円のマイナスと

なりました。
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自己資本、自己資本当期純利益率および自己資本比率�

（3月期）� (単位：百万円、％)

2000

2001

2002

212,933

225,947

242,594

自己資本�
自己資本当期純�
利益率�
自己資本比率�

12.0%8.5%

13.1%6.2%

19.3%7.8%
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1,702,014

1,827,494

2,017,692

2,256,853

2,521,631

1,906,817

2,022,553

2,189,740

2,413,174

2,730,437

取扱高とカード事業売上高（単体）�

（3月期）� (単位：百万円)

1998

1999

2000

2001

2002

カード事業売上高�
取扱高�

単体決算の概況

営業収益、営業費用および当期純利益

　2002年3月期の単体の取扱高合計は、2兆7,304

億37百万円、前期比13.1％増となりました。カード

ショッピングの総合あっせん部門は、新規カード会員

の増加などにより前期比14.7％増の1兆6,291億99

百万円となりました。信用保証部門、リース部門の大

きな増加も加わって、当期の営業収益は、前期比

15.3％増の1,542億4百万円となりました。

　営業費用は、前期比17.7％増の1,129億56百万

円となりました。このうち販売費及び一般管理費は、

当期純利益および1株当たり当期純利益（単体）�

（3月期）� (単位：百万円、円)

1998

1999

2000

2001

2002

当期純利益�
1株当たり当期純利益�

13,181

14,106

14,275

16,521

12,285

80.2

84.5

85.2

97.5

72.5

「そごうミレニアムカード《セゾン》」等の広告費や債

権残高の拡大による貸倒引当金繰入額、およびショッ

ピングの取り扱いの拡大による支払手数料などの増加

により、前期比20.8％増の1,055億54百万円とな

りました。

　これらの結果、営業利益は、前期比9.1％増の412

億47百万円となり、営業利益率は26.7％となりまし

た。経常利益は、前期比11.1％増の411億61百万円

となりました。

　当期は、セゾン生命保険（株）のGEエジソン生命保

険（株）への株式譲渡に伴う、関係会社株式売却損や関

係会社整理損、（株）西洋環境開発の特別清算に伴う資

金供与を、特別損失として計上したため、特別損失が前

期比135.7％増の201億77百万円となり、この結

果、税引前当期純利益は前期比25.8％減の212億61

百万円、当期純利益は前期比25.6％減の122億85百

万円となりました。自己資本当期純利益率は、5.2％と

前期よりも減少しました。
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単体部門別取扱高

単位：百万円、％

2002年 2001年
　　　　　　　（3月期） 金　額 構成比 金　額 構成比

総合あっせん 1,629,199 59.7 1,420,243 58.8
(1,629,183) (1,420,240)

個品あっせん 19,267 0.7 20,771 0.9
(18,374) (19,936)

信用保証 56,316 2.1 14,646 0.6
(56,316) (14,646)

融　資 555,131 20.3 500,645 20.7
(555,131) (500,645)

業務代行 400,025 14.7 401,084 16.6
(400,025) (401,084)

リース 51,788 1.9 35,192 1.5

商品販売 9,281 0.3 11,677 0.5
(9,281) (11,677)

その他 9,426 0.3 8,914 0.4

合　計 2,730,437 100.0 2,413,174 100.0
（注）1. 取扱高の（　）内金額は元本取扱高です。

2. 総合あっせんは「カードショッピング」取扱高を示しています。

3. 融資は「カードキャッシング」（2002年3月期492億円）と「各種ローン」（2002年3月

期62億円）の合計です。

4. 業務代行は「他社カードキャッシング」取扱高を示しています。

5. その他は賃貸収入および保険収入などです。
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188,882

200,255

220,284

232,392

243,491

自己資本および自己資本当期純利益率（単体）�

（3月期）� (単位：百万円、％)

1998

1999

2000

2001

2002

自己資本�
自己資本当期�
純利益率�

7.6%

7.3%

6.8%

7.3%

5.2%

23.3%

23.5%

23.6%

22.5%

23.0%

自己資本比率（単体）�

（3月期）� (単位：％)

1998

1999

2000

2001

2002

自己資本比率�

166,962

167,146

169,469

169,469

169,469

1,131.29

1,198.09

1,299.85

1,371.30

1,436.80

1株当たり純資産額（単体）�

（3月期）� (単位：千株、円)

1998

1999

2000

2001

2002

発行済株式総数�
1株当たり純資産額�

資産および負債・資本

　当期末の総資産は、前期末より264億79百万円増

加し、1兆578億40百万円となりました。

　流動資産は、前期より162億86百万円減少して

8,077億4百万円となりました。総合あっせんおよび

融資の増加により、割賦売掛金が、前期末より364億

90百万円増加しましたが、ショッピングリボ債権

400億円を流動化したこと、およびコミットメントラ

インの設定により短期貸付金が549億95百万円減少

したことが要因です。固定資産は、前期末より399億

50百万円増加し、2,471億31百万円となりました。

長期貸付金が増加したこと、リース資産が増加したこ

と、（株）西武百貨店、（株）ロフトの株式等を取得した

ことにより投資有価証券が増加したことなどが主な要

因です。

　流動負債および固定負債合計は、前期末より153

億82百万円増加し、8,143億49百万円となりま

した。

　流動負債は、前期末より139億86百万円減少

し5,179億10百万円となりました。これは、コマー

シャル・ペーパーを480億円減少させ、社債などにシ

フトさせたことによります。固定負債は、前期末より

293億68百万円増加し、2,964億38百万円となり

ました。転換社債は減少しましたが、社債を300億円

発行したためです。
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　当期末の自己資本は、前期末より110億99百万

円増加し、2,434億91百万円となりました。これ

は、金融商品会計の導入により、その他有価証券評価

差額金が19億96百万円増加したこと、その他の剰

余金が、別途積立金の増加により87億86百万円増

加したためです。この結果、当期末の自己資本比率

は、前期末の22.5％から23.0％に上昇しました。
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連結貸借対照表 2002年3月期（2002年3月31日現在）ならびに2001年3月期（2001年3月31日現在）

単位：百万円

科目 2002年 2001年

資産の部

流動資産

　現金及び預金 58,102 64,949
　割賦売掛金 854,928 946,789
　その他営業債権 1,785 54,328
　有価証券 6 84,129
　商品 27,476 24,802
　繰延税金資産 7,455 6,059
　短期貸付金 10,026 65,748
　その他 24,520 20,980
　貸倒引当金 △28,307 △24,153

　　流動資産合計 955,995 1,243,635

固定資産

　有形固定資産

　リース資産 76,086 54,668
　建物 19,472 22,269
　土地 10,389 15,561
　建設仮勘定 123 3
　その他 12,999 12,495

　　有形固定資産合計 119,071 104,998

　無形固定資産

　借地権 1,243 1,243
　ソフトウェア 5,678 5,768
　連結調整勘定 — 2,150
　その他 285 353

　　無形固定資産合計 7,207 9,516

　投資その他の資産

　投資有価証券 116,523 329,253
　長期貸付金 25,001 —
　差入保証金 8,306 9,271
　繰延税金資産 7,760 9,213
　その他 17,203 20,103
　貸倒引当金 △3,175 △7,070

　　投資その他の資産合計 171,619 360,771

　　固定資産合計 297,898 475,286

繰延資産

　社債発行費 204 188
　開発費 2,800 —

　　繰延資産合計 3,004 188

　　　資産合計 1,256,898 1,719,109

（注）金額は百万円未満を切り捨てて表示しています。

単位：百万円

科目 2002年 2001年

負債の部

流動負債

　支払手形及び買掛金 119,581 103,497
　短期借入金 350,348 336,056
　一年以内に返済予定の長期借入金 46,075 35,098
　一年以内に償還予定の社債 10,000 15,000
　一年以内に償還予定の転換社債 8,011 —
　コマーシャル・ペーパー 115,000 163,000
　一年以内に償還予定の債権譲渡支払債務 11,850 8,969
　未払法人税等 4,044 9,339
　繰延税金負債 — 2
　賞与引当金 1,732 —
　割賦利益繰延 3,262 3,906
　その他 21,155 45,539

　　流動負債合計 691,060 720,408

固定負債

　社債 130,000 100,000
　転換社債 7,445 15,456
　長期借入金 151,350 147,251
　債権譲渡支払債務 15,190 12,244
　繰延税金負債 — 2,391
　退職給付引当金 9,766 10,666
　役員退職慰労引当金 579 717
　保証債務引当金 571 276
　保険契約準備金 — 470,840
　連結調整勘定 612 —
　その他 5,684 4,104

　　固定負債合計 321,199 763,948

　　　負債合計 1,012,260 1,484,357

　　少数株主持分 2,044 8,805

資本の部

資本金 61,302 61,302

資本準備金 64,716 64,716

連結剰余金 116,934 101,205

その他有価証券評価差額金 546 2,432

自己株式 △3 △0

子会社の所有する親会社株式 △902 △3,710

　　　資本合計 242,594 225,947

　　　負債、少数株主持分及び資本合計 1,256,898 1,719,109
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連結損益計算書／連結剰余金計算書 2002年3月期（2001年4月1日～2002年3月31日）ならびに2001年3月期（2000年4月1日～2001年3月31日）

単位：百万円

科目 2002年 2001年

経常損益の部

営業損益の部

　営業収益

　信販事業収益 151,752 133,541
　商品販売利益 14,555 16,268
　保険事業利益 20,598 13,454
　T&E売上利益 15,319 15,075
　その他の売上利益 6,534 5,876
　金融収益 6,077 3,843

　　営業収益合計 214,838 188,061

　営業費用

　販売費及び一般管理費 141,794 128,187
　金融費用 13,370 15,747

　　営業費用合計 155,165 143,935

　　営業利益 59,672 44,125

営業外損益の部

　営業外収益 1,210 1,089

　営業外費用 1,184 2,272

　　経常利益 59,698 42,943

特別損益の部

　特別利益 866 1,200

　特別損失 28,958 19,020

　　税金等調整前当期純利益 31,606 25,122

　法人税、住民税及び事業税 13,108 16,952

　法人税等調整額 △822 △5,462

　少数株主利益 1,095 84

　　当期純利益 18,225 13,548

（注）金額は百万円未満を切り捨てて表示しています。

単位：百万円

科目 2002年 2001年

連結剰余金期首残高 101,205 90,797

連結除外による連結剰余金増加高 649 —

連結剰余金減少高 3,145 3,140

配当金 3,009 3,008
役員賞与 135 132

当期純利益 18,225 13,548

連結剰余金期末残高 116,934 101,205

（注）金額は百万円未満を切り捨てて表示しています。
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連結キャッシュ・フロー計算書 2002年3月期（2001年4月1日～2002年3月31日）ならびに2001年3月期（2000年4月1日～2001年3月31日）

単位：百万円

科目 2002年 2001年

単位：百万円

科目 2002年 2001年

営業活動によるキャッシュ・フロー

　税金等調整前当期純利益 31,606 25,122
　減価償却費 25,252 21,154
　連結調整勘定償却額 1,322 1,195
　繰延資産償却額 909 197
　貸倒引当金の増減額 853 1,047
　退職給付引当金の増減額 1,422 723
　その他引当金の増減額 337 △352
　受取利息及び受取配当金 △2,599 △774
　支払利息 11,853 15,798
　持分法による投資損益 △175 227
　為替差損益 △2,681 —
　有価証券・投資有価証券売却損益 △7,119 5,138
　有価証券・投資有価証券評価損益 5,530 4,308
　有形・無形固定資産除売却損益 12,653 6,749
　営業債権の増減額 △55,617 △42,651
　営業債権の流動化による収入 40,000 —
　たな卸資産の増減額 △2,653 △2,051
　その他資産の増減額 △4,646 5,082
　営業債務の増減額 16,049 29,495
　その他負債の増減額 △32,174 △55,239
　役員賞与の支払額 △137 △135

　　小計 39,987 15,036

　利息及び配当金受取額 2,786 1,341
　利息の支払額 △11,751 △16,302
　法人税等の支払額 △17,464 △15,977

　営業活動によるキャッシュ・フロー 13,559 △15,902

（注）金額は百万円未満を切り捨てて表示しています。

投資活動によるキャッシュ・フロー

　有価証券・投資有価証券の取得による支出 △391,778 △186,828
　有価証券・投資有価証券の売却による収入 416,002 180,482
　有形・無形固定資産の取得による支出 △54,804 △38,514
　有形・無形固定資産の売却による収入 2,113 1,170
　その他 △5,629 3,536

　投資活動によるキャッシュ・フロー △34,097 △40,154

財務活動によるキャッシュ・フロー

　短期借入金の純増減額 12,823 △44,385
　コマーシャル・ペーパーの純増減額 △48,000 △35,500
　長期借入金の借入による収入 58,939 55,157
　長期借入金の返済による支出 △43,863 △50,117
　社債の発行による収入 39,774 29,837
　社債の償還による支出 △15,000 △20,000
　債権譲渡支払債務による調達収入 21,580 31,000
　債権譲渡支払債務による償還支出 △15,753 △9,785
　自己株式の売却による収入 4,549 274
　自己株式の取得による支出 △101 △39
　配当金の支出額 △3,009 △3,008
　少数株主に対する配当金 △16 △28

　財務活動によるキャッシュ・フロー 11,923 △46,596

現金及び現金同等物に係る換算差額 △26 —

現金及び現金同等物の増減額 △8,641 △102,652

現金及び現金同等物の期首残高 175,554 278,207

連結除外による現金及び現金同等物の減少 △99,171 —

現金及び現金同等物の期末残高 67,742 175,554
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単位：百万円

科目 2002年 2001年

資産の部

流動資産
　現金及び預金 43,590 48,328
　受取手形 — 2
　売掛金 420 477
　割賦売掛金 756,397 719,907
　自己株式 — 0
　商品 1,958 2,104
　貯蔵品 540 338
　前払費用 1,431 994
　繰延税金資産 5,988 4,220
　短期貸付金 9,998 64,993
　未収入金 9,339 3,702
　その他 3,830 221
　貸倒引当金 △25,792 △21,299
　　流動資産合計 807,704 823,990

固定資産
　有形固定資産
　リース資産 77,083 56,146
　建物 15,225 15,576
　車両運搬具 0 0
　器具備品 6,380 5,209
　土地 6,433 6,235
　建設仮勘定 81 —
　　有形固定資産合計 105,205 83,169

　無形固定資産
　借地権 971 971
　ソフトウェア 5,573 5,260
　その他 257 257
　　無形固定資産合計 6,802 6,489

　投資その他の資産
　投資有価証券 69,534 53,779
　関係会社株式 12,211 17,578
　出資金 790 1,002
　長期貸付金 25,000 —
　関係会社長期貸付金 10,085 28,960
　固定化営業債権 2,003 2,011
　長期前払費用 5,403 1,971
　差入保証金 7,217 7,704
　繰延税金資産 4,365 6,197
　その他 737 478
　貸倒引当金 △2,225 △2,162
　　投資その他の資産合計 135,123 117,521

　　固定資産合計 247,131 207,181

繰延資産

　社債発行費 204 188
　開発費 2,800 —
　　繰延資産合計 3,004 188

　　　資産合計 1,057,840 1,031,360

（注）金額は百万円未満を切り捨てて表示しています。

貸借対照表(単体) 2002年3月期（2002年3月31日現在）ならびに2001年3月期（2001年3月31日現在）

単位：百万円

科目 2002年 2001年

負債の部

流動負債
　支払手形 1,700 1,253
　買掛金 115,791 100,292
　短期借入金 194,731 194,783
　一年以内に返済予定の長期借入金 35,171 22,863
　一年以内に償還予定の社債 10,000 15,000
　一年以内に償還予定の転換社債 8,011 —
　コマーシャル・ペーパー 115,000 163,000
　一年以内に償還予定の債権譲渡支払債務 11,850 8,969
　未払金 1,589 1,187
　未払費用 12,381 11,186
　未払法人税等 3,642 6,728
　前受金 4 4
　預り金 2,386 1,760
　前受収益 188 221
　賞与引当金 1,417 —
　設備関係支払手形 217 182
　商品券 243 273
　割賦利益繰延 3,262 3,906
　その他 321 283
　　流動負債合計 517,910 531,896

固定負債
　社債 130,000 100,000
　転換社債 7,445 15,456
　長期借入金 131,111 126,782
　債権譲渡支払債務 15,190 12,244
　退職給付引当金 8,681 7,971
　役員退職慰労引当金 436 426
　保証債務引当金 571 276
　受入保証金 1,798 2,083
　その他 1,204 1,830
　　固定負債合計 296,438 267,070

　　　負債合計 814,349 798,967

資本の部

資本金 61,302 61,302

資本準備金 64,716 64,716

利益準備金 3,020 2,700

その他の剰余金
　任意積立金 91,756 78,756
　　固定資産圧縮積立金 301 301
　　別途積立金 91,455 78,455
　当期未処分利益 21,935 26,150
　　その他の剰余金合計 113,692 104,906

その他有価証券評価差額金 763 △1,233

自己株式 △3 —

　　　資本合計 243,491 232,392

　　　負債及び資本合計 1,057,840 1,031,360
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損益計算書（単体）
利益処分計算書（単体）

2002年3月期（2001年4月1日～2002年3月31日）ならびに2001年3月期（2000年4月1日～2001年3月31日）

単位：百万円

科目 2002年 2001年

経常損益の部

営業損益の部

営業収益

　信販事業収益

　　総合あっせん収益 56,489 49,821
　　個品あっせん収益 1,565 1,704
　　信用保証収益 1,679 967
　　融資収益 77,994 66,190
　　業務代行収益 6,375 6,431
　リース売上利益 3,507 2,864
　商品販売利益 972 1,186
　その他の売上利益 4,975 4,223
　金融収益 644 388

　　営業収益合計 154,204 133,776

営業費用

　販売費及び一般管理費 105,554 87,371
　金融費用 7,401 8,604

　　営業費用合計 112,956 95,976

　　営業利益 41,247 37,800

営業外損益の部

営業外収益 616 764

営業外費用 702 1,521

　　経常利益 41,161 37,043

特別損益の部

特別利益 277 177

特別損失 20,177 8,562

　税引前当期純利益 21,261 28,658

　法人税、住民税及び事業税 10,361 13,944

　法人税等調整額 △1,385 △1,807

　当期純利益 12,285 16,521

　前期繰越利益 9,650 9,628

　当期未処分利益 21,935 26,150

（注）金額は百万円未満を切り捨てて表示しています。

単位：百万円

科目 2002年 2001年

利益処分

当期未処分利益 21,935 26,150

利益処分額

　利益準備金 — 320
　配当金 3,050 3,050

(1株につき18円00銭.)  (1株につき18円00銭.)

　役員賞与金 130 130
　　（うち監査役賞与金） (15) (15)
　任意積立金

　　別途積立金 8,000 13,000

次期繰越利益 10,755 9,650

（注）金額は百万円未満を切り捨てて表示しています。
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役員 2002年9月1日現在

専務取締役

高橋　篤成 山本　敏晴

常務取締役

佐藤　浩通 蓮田　輝孝 宮内　秀機

鳥海　和男

取締役相談役

柳瀬　治 山田　茂

取締役

北條　慎治 稲田　和房

鈴木　秀敏

取締役

多田　憲三 横山　三雄 池田　文雄

鈴木　滋

常勤監査役 監査役

宇野　昭 酒井　敏夫 好美　清光

林野　宏

代表取締役社長

柳原　史朗

代表取締役副社長

前川　輝之

代表取締役専務取締役

菅沼　利康
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〒422-8067 静岡県静岡市南町19-9�
静岡ディックビル6F�
TEL 054 (288) 3750

�
静岡西武　沼津西武　西友清水　西友藤枝　メイ・ワン�
SHOP

名古屋支店�
〒450-0003 愛知県名古屋市中村区名駅南1-17-29 �
広小路ESビル3F�
TEL 052 (582) 0960

�
富山西武　豊橋西武　岡崎西武　だるまや西武　�
ザ・モール春日井　ザ・モール安城　西友高針　西友鳴海
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SHOP
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〒532-0011 大阪府大阪市淀川区西中島5-9-8�
新大阪DTKビル1F�
TEL 06 (6390) 2555

�
大津西武　高槻西武　つかしん西武　八尾西武　梅田ロフト�
リヴィン宝塚　西友桂　西友亀岡　西友川西　西友新河内長野�
西友高石　西友上野芝　西友高砂　西友長岡　西友長浜楽市�
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ベルファ都島　ベルファ宇治　鶴見はなぽーとブロッサム�
マリンピア神戸ポルトバザール�

SHOP

中四国支店�
〒730-0051 広島県広島市中区大手町2-8-5 �
野村不動産大手町ビル3F�
TEL 082 (246) 6924

�
高知西武　ザ・モール周南　広島パルコ　広島そごう　�
呉そごう　徳島そごう��
九州支店�
〒812-0011 福岡県福岡市博多区博多駅前2-19-27�
九勧博多駅前ビル9F�
TEL 092 (481) 1834�

�
ザ・モール小倉　西友諫早　西友佐賀　西友志免　�
西友道の尾　ザ・モール春日　大分パルコ　熊本パルコ　�
リウボウ久茂地　天久りうぼう　セゾンカードデスク宮崎micc　
アミュプラザ長崎�

SHOP

SHOP

本社�
〒170-6073 東京都豊島区東池袋3-1-1�
サンシャイン60・52F�
TEL 03 (3988) 2111
�

信用保証事業部�
〒170-6073 東京都豊島区東池袋3-1-1�
サンシャイン60・38F�
TEL 03 (3988) 2117
�

リース事業部�
〒170-6073 東京都豊島区東池袋3-1-1�
サンシャイン60・38F�
TEL 03 (3988) 2118
東京事業所　北関東事業所　千葉事業所　横浜事業所　�
名古屋事業所　関西事業所　九州出張所　東北出張所　�
北海道出張所　�
�

店舗�
ams西武仙台店　ams溝の口�
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支店・ショップネットワーク 2002年9月1日現在

当社が誇るクレジットカード業界最強の営業ネットワーク、約4,500名のスタッフが、お客さまのカード

ライフをサポートするとともに、クライアントの皆さまのビジネスを強力にバックアップしています。
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北海道支店�
〒060-0062 北海道札幌市中央区南二条西2-10　�
富樫ビル8F�
TEL 011 (261) 8627�

�
札幌西武　旭川西武　函館西武　西友岩見沢　西友清田　
西友滝川　西友手稲　西友西町　西友平岸　西友元町　�
西友厚別　札幌パルコ　サッポロファクトリー��

東北支店�
〒980-0012 宮城県仙台市青葉区錦町1-10-7�
関ビル3F�
TEL 022 (222) 6132

�
あおもり松木屋　ほんきん西武　ザ・モール仙台長町　�
ams西武仙台　Rec.　アティ郡山　ザ・モール郡山�
�

北関東支店�
〒330-0802 埼玉県さいたま市宮町1-114-1 �
リクルートヒシヤ大宮ビル5F�
TEL 048 (641) 5452�

�
宇都宮西武　所沢西武　リヴィン上田　リヴィン前橋　�
西友朝霞　西友伊勢崎　西友川中島　西友小手指　�
西友上福岡　西友東岩槻　西友東松山　西友東大宮　�
宇都宮パルコ　新所沢パルコ　松本パルコ　大宮ロフト　
大宮そごう　川口そごう�
�

東関東支店�
〒273-0005 千葉県船橋市本町7-11-5 �
レランドセンタービル2F�
TEL 047 (426) 2521�

�
筑波西武　船橋西武　リヴィン水戸　西友浦安　西友行徳
西友新北習志野　西友常盤平　津田沼パルコ　千葉パルコ
千葉そごう　柏そごう　ガーデンウォ～ク幕張�
�

神奈川支店�
〒220-0004 神奈川県横浜市西区北幸2-6-1�
横浜APビル7F�
TEL 045 (320) 2005

�
川崎西武　西友大船　西友追浜　西友鶴見　西友戸塚　�
西友二俣川　西友横須賀　厚木パルコ　横浜そごう　�
オーロラモール東戸塚　小田原EPO　リヴィンよこすか�
横浜ベイサイドマリーナ・ショップス&レストランツ�
�

西東京支店�
〒190-0012 東京都立川市曙町2-22-22 �
TBK立川ビル3F�
TEL 042 (523) 4111

�
リヴィン田無　西友河辺　西友吉祥寺　西友久米川　�
西友小金井　西友清瀬　西友調布　西友豊田　西友花小金井
西友ひばりヶ丘　西友町田　吉祥寺パルコ　吉祥寺ロフト
ザ・モールみずほ16　調布パルコ　ひばりが丘パルコ　�
甲府グランパーク　ラ・フェット多摩 南大沢　八王子そごう�

SHOP

SHOP

SHOP

SHOP

SHOP

SHOP

東京支店�
〒170-0013 東京都豊島区東池袋2-56-3 �
クレディ第2ビル1F�
TEL 03 (3989) 4120

�
池袋西武　シブヤ西武　有楽町西武　リヴィンオズ大泉�
リヴィン錦糸町　リヴィン光が丘　西友阿佐ヶ谷　�
西友大森　西友荻窪　西友練馬　西友三軒茶屋　西友巣鴨
西友成増　池袋パルコ　渋谷パルコ　池袋ショッピングパーク�
�

SHOP
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西武百貨店       PARCO �

そごう       西友 �

ショップ�

アウトレット・他�

�

クレディセゾン本社・支店�
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沿 革
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1951（昭和26）年 5月 会社設立。割賦販売専門の小売業を展開
1963（昭和38）年 7月 東京証券取引所市場第二部に上場
1968（昭和43）年 6月 東京証券取引所市場第一部に指定
1976（昭和51）年 3月 （株）西武百貨店と資本提携

セゾン（旧西武流通）グループ内信販事業の
オペレーション体制を確立

1979（昭和54）年 4月 セゾングループ独自のリボルビング方式
の「西武ニューカスタマーズカード（SNC）」
の発行業務を受託

1980（昭和55）年 8月 当社の社名を（株）緑屋から（株）西武クレ
ジットに変更

1981（昭和56）年 3月 セゾングループにおけるクレジット・
ファイナンス分野の基幹会社を当社が担当

1982（昭和57）年 8月 グループ統一の「西武カード」を展開
カード発行拠点として、セゾンカウンター
の全国展開を開始
カードキャッシングのためのCD（キャッ
シュディスペンサー）の導入を開始
リース事業を開始

9月 各種ローン商品の取り扱いを開始
10月 セゾンカウンターで生命保険商品の取り扱

いを開始
1983（昭和58）年 3月 西武カードを名称変更した「《セゾン》

カード」が誕生
4月 当社の事業基盤を小売業から金融業に業態

転換し、総合ファイナンスカンパニーを目指す
セゾンカウンターで損害保険商品の取り扱
いを開始

1984（昭和59）年 2月 （株）西武抵当証券（現（株）セゾンファン
デックス）設立に際し資本参加

6月 《セゾン》カードのグループ外加盟店での利
用を開始

7月 「ゴールドカード《セゾン》」を発行
10月 金融商品をフルライン化した総合ファイナ

ンスビジネスを開始
1985（昭和60）年 2月 難易度別債権管理をシステム化した新しい

回収体制「SOCS」がスタート
リマインディングコール（電話請求）を
効率化したオートコールシステム稼動

5月 金融機関が行う個人融資の審査代行を業務
とする信用保証事業を開始
金などの投資用貴金属商品、バンキング
グッズの取り扱いを開始

10月 コンピューターを活用した多目的総合情報
管理システム「SCREEN」を完成

1986（昭和61）年 4月 当社の事業内容を生活者個人へのクレジッ
ト・ファイナンスに集中し、「コンシュー
マーバンク」を訴求

5月 埼央証券（株）（新西洋証券（株）に改称
後、セゾン証券（株））へ資本参加

6月 《セゾン》カードの国際オーソリネット
ワークシステムの稼動と海外加盟店の
利用を開始

9月 初のエクイティファイナンスとしてスイス
フラン建て転換社債を発行

1987（昭和62）年 10月 《セゾン》カードでの海外キャッシングが
アメリカ・カナダのATMで利用を開始

1988（昭和63）年 1月 バンキンググッズにおけるGOLDリアル
タイム取引を開始

3月 会計処理基準を小売会計から信販会計に変更
7月

1989（平成元）年 5月

1989（平成元）年 8月 外貨両替のビジネスを開始

1989（平成元）年 9月 公募増資の実施により自己資本を拡充
10月 社名を（株）西武クレジットから（株）クレ

ディセゾンに変更
1990（平成2）年 4月《セゾン》カードインターナショナルによる

国際電話の利用サービスを開始
1991（平成3）年 1月 アフィニティ（提携）カード事業を開始
1993（平成5）年 1月 《セゾン》カードの銀行CD・ATMでの

キャッシングサービスを開始
8月 CP（コマーシャル・ペーパー）を発行

新たな資金調達手段として活用
11月《セゾン》カード会員の特典として、会員専

用のツアーカタログ『Vivre（ヴィーヴル）』
を発行

1994（平成6）年 4月 総合割賦購入あっせん業者に登録され、本
格的なカード発行会社の基盤を確立

7月 丸一証券（株）（セゾン証券（株））へ資本
参加

1995（平成7）年 4月 丸一証券（株）と新西洋証券（株）が合併し、
セゾン証券（株）が誕生

6月 JCBとの提携により「《セゾン》カードJCB」
のインターナショナルカードを発行
「海外アシスタンスサービス」開始

11月 ユナイテッド航空との提携による「マイルアッ
プメンバーズ」の募集を開始

1996（平成8）年 3月 新カード発行システム「SCANERS」がス
タート

4月 債権管理回収システム「SUCCESS」がス
タート

5月 社内コミュニケーションシステム「CS-
NET」がスタート

6月 インターネットにホームページを開設
1997（平成9）年 1月 カーアシスタンスサービスを開始

2月 市外通話料金割引サービスを開始
10月 AMERICAN EXPRESSとの提携により

「《セゾン》アメリカン・エキスプレス・カード」
を発行

1998（平成10）年 6月 新リースシステム「CLEVER」がスタート
7月 「VISA CASH」の実験に参加
9月 ローン専用カード「キャッシュ・リザーヴ」

を発行
10月 自動車保険の通信販売がスタート

1999（平成11）年 3月

9月 銀行との一体型カードを発行
2000（平成12）年 7月 オリックス信託銀行（株）との提携による

「《セゾン》カードバンキングサービス」を開始
8月 会員専用サイト「Netアンサー」を開始
11月 旅行関連企業・英国トラベレックス（トーマ

スクックG&FS）社との提携により海外旅行
サービスを拡充

2001（平成13）年 4月

5月

6月 マネックス証券（株）との提携による「マネッ
クス《セゾン》カード」を発行

2002（平成14）年 2月 GEエジソン生命保険（株）と包括提携
2月 新ポイントプログラム「SAISON Dream」

がスタート
4月

5月 当社、セゾン自動車火災保険（株）、安田火災
海上保険（株）（現（株）損害保険ジャパン）の3
社間で業務提携

VISAおよびMasterCardとの提携により
「《セゾン》カードVISA」「《セゾン》カード
MasterCard」のインターナショナルカード
を発行

（株）丸井との提携による「赤いカード《セゾ
ン》」を発行
（株）十合

そ ご う

との提携による「そごうミレニアム
カード《セゾン》」を発行

国内外で、クレジット、キャッシュ、デビッ
トの3つのカード機能を備えた「《セゾン》郵
貯グローバルサービス」がスタート

（株）パルコのハウスカード「PECカード」を
発行

（財）日本サッカー協会公認「JAPANカード
《セゾン》」を発行
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組 織 図 2002年9月1日現在
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投資家向け情報 2002年3月31日現在

大 株 主

株主名 持株数 持株比率

（株）西武百貨店 16,270千株 9.60％

日本トラスティ・サービス
信託銀行（株）（信託口） 11,701 6.90％

三菱信託銀行（株）（信託口） 8,027 4.74％

UFJ信託銀行（株）（信託勘定A口） 7,575 4.47％

（株）富士銀行 6,880 4.06％

（株）第一勧業銀行 6,072 3.58％

ザ・チェース・マンハッタン・バンクエヌエイ・
ロンドンエス・エル・オムニバス・アカウント 4,444 2.62％

ザ バンク オブニューヨーク オッペン
ハイマー ファミリー アカウント 3,342 1.97％

住友信託銀行（株） 2,580 1.52％

安田信託銀行（株） 2,563 1.51％

（注）1.（株）西武百貨店の所有株式数は、2001年6月29日提出の大
量保有報告書に基づいて記載しております。

2.みずほグループの分割・合併により、（株）富士銀行および（株）
第一勧業銀行は、2002年4月1日付にて（株）みずほコーポ
レート銀行と（株）みずほ銀行になりました。

3.安田信託銀行（株）は2002年4月1日付にて、みずほアセット
信託銀行（株）に社名変更しております。

4.次の法人から、当期中に大量保有報告書の提出があり、次の
とおり株式を所有している旨報告を受けておりますが、
2002年3月期末現在における当該法人名義の実質所有株式数
の確認ができませんので、上記「大株主」では考慮しており
ません。

氏名または名称 持株数 持株比率

フィデリティ投信（株） 9,067千株 5.35％
野村アセットマネジメント（株） 6,366 3.76％
野村證券（株） 2,692 1.59％

商　　　　　号 株式会社クレディセゾン

英 文 表 記 Credit Saison Co., Ltd.

会 社 設 立 1951年5月1日

代 表 者（社　長）林野　　宏
（副社長）柳原　史朗
（専　務）前川　輝之

資 本 金 613億288万円

発行済株式数 16,946万株

決 算 期 3月31日

株 主 数 7,728名

上場証券取引所 東京（市場第一部）、札幌

営 業 内 容 クレジットカード・金融・小売ほか

営 業 拠 点 支店12カ所信用保証事業部1カ所
リース事業所6カ所／出張所3カ所
ショップ166カ所　営業店舗2カ所

従 業 員 数 1,671名

本 社 所 在 地 〒170-6073 東京都豊島区東池袋3-1-1
サンシャイン60・52F
TEL  03（3988）2111（大代表）
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2 0 0 2 会 社 概 要

CREDIT SAISON Co., Ltd.
〒170-6073 東京都豊島区東池袋3-1-1　サンシャイン60・52F

TEL 03(3988)2111

URL http://www.saisoncard.co.jp
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